
く取りかかれるようにしている。また、月に1回、部活
動ごとに挨拶運動を行い、基本的な生活習慣の確立や責
任感、連帯感の涵養に努めている。
（2）	部長会議の開催
生徒の自主性を尊重した規律ある集団としての意識改
革を図るため、定期的に部長会議を開催している。
（3）	特設陸上部の設置
朝の体力つくりを中心に、各部活動から陸上メンバー
を選考し、学校代表として各種大会に参加している。
3 学校・家庭・地域と連携した支援体制
（1）	地域イベントへの積極的な参加
年間7回、地域のイベント等で伝統芸能である「河中
エイサー」を2学年生徒全員参加で発表している。ま
た、吹奏楽部もマーチングやパレードを披露している。
（2）	ホームページ・部活動通信「情熱」の発行
生徒たちの活動の様子は、随時ホームページを更新
し、部活動通信「情熱」で、各種大会後すぐに各家庭や
地域に発信することで、各部活動の活躍をみんなで讃え
ている。

●工夫したこと
①部活動の練習前の時間を有効に活用するとともに、年
間を通して生徒たちが楽しく目標をもって練習できる
運動環境の整備に努めるなど、体力の向上を図った。
②生徒の活躍を様々な場面で紹介することで、学校全体
で部活動を盛り上げようとする雰囲気づくりに努める
など、学校の支援体制を整備した。

①積極的に体力つくりに取り組むことで、体力の向上と
ともに学校の代表としての自覚をもって、陸上・駅伝
にも意欲的に参加する生徒が増えた。
②文化部に所属している生徒も意欲的に運動に取り組み、
総合評価A＋Bの割合が高まり、県平均を上回った。

①各自の体力の高まりを部活動の競技力にもつなげ、
一層の部活動の活性化に取り組んでいきたい。
②各部活動ごとにも部活動通信を発行し、日頃の努力
をより多くの人に伝え、自信をもって活動させたい。

Check 取組の成果

Action 今後の課題

1 取組時の課題
本校では6つの運動部活動が設置されているが、年々少
人数化が進み、どの部活動も活動する生徒のモチベーショ
ンを維持することが難しい状況であった。そこで、生徒が
楽しく目標をもって活動できる環境づくりに努めるなど、
学校全体で部活動の活性化に取り組むことにした。
2 取組の目的
①陸上練習を中心に、自主的に体力つくりに取り組める
運動環境を整え、運動習慣を確立させるとともに、基
本的な体力の向上を図る。
②「挨拶・返事・身だしなみ」を徹底させるなど、規律
ある集団としての意識改革を図り、意欲的に部活動の
練習に取り組む態度を育てる。
③生徒の活躍を家庭や地域に発信したり、学校行事や地
域の行事の中で披露したりすることにより、生徒の意
欲の向上や学校の活性化につなげる。

1 年間を通した体力つくりの場の設定
（1）	平日練習（毎朝15分間）
グラウンド外周のペース走やハードル、ラダートレー
ニングなど、各自の運動目的に応じた場を設けている。
トレーニング後は、各部活動に分かれて練習が開始され
る。自主的な参加としているが、運動部のみならず、文
化部の参加も多くみられる。
（2）	休日練習（60分間）
陸上練習のドリルを全体のアップとし、その後は部活
動対抗でリレーや駅伝、スポーツチャレンジ等に挑戦さ
せ、楽しんで体力つくりに取り組む時間を設けている。
（3）	吹奏楽部のマーチング
吹奏楽部はマーチングにも力を入れており、3年連続
東関東大会に出場している。1学期はリズムに合わせた
ランニング、2学期はドリルやステップ練習を毎日繰り
返し、3学期は腹式呼吸を意識した筋力トレーニングと
年間を通して体力の向上につながる活動を行っている。
2 部活動に取り組む意識改革
（1）	挨拶の徹底
活動前や終了時には、部活動ごとに使用した場所や仲
間に感謝の気持ちをもって挨拶し、次の活動に気持ちよ

Plan 取組時の課題と目的

Do 取組の内容

…………部活動の充実
テーマ
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茨城県日立市立河
か

原
わら

子
ご

中学校

全校生徒数 179名（男子89名　女子90名）

全クラス数 6 教職
員数

18名
（内体育専科2名）

運動部活動数 6 運動部活動参加率
（全学年） 74.0％

地域のスポーツ指導者の活用
（年間延べ人数） 4人

年間を通した陸上練習を中心に生徒の
体力を向上させ、部活動の活性化を図る
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●運動やスポーツが好き ●�体力つくりや運動をしている文化部
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●体力合計点と運動時間
男子 女子

体力合計点（点） 53.2 60.1

総
合
評
価

（
段
階
別
）

A 37.5 72.7
B 41.7 15.2
D 4.2 6.1
E 0.0 0.0

AB-DE 75.0 81.8 
1週間の総運動時間（分） 1172.2 740.1
60分未満の割合（％） 0.0 9.0

●練習量の確保と年間を通した継続的な取組が、大きな体力の向上

につながっています。まさに「継続は力なり」！！

部活動に取り組む意識改革    

※こちらでグラフなどいれますので、 
データ作成時には空白にしてください。 

見本 ２ページ目 （ パワーポイントで作成）

学校行事・地域との連携    

年間を通した体力つくりの場の設定 

部対抗リレー 

●運動部は各部活動を代表した特設陸上部を中心に、文化部は吹奏楽部

を中心に日々の練習の成果を十分に発揮しています。礼儀正しく、何

事も一生懸命活動することが体力が向上した背景にあります。

ラダートレーニング 

●生徒たちの努力・活躍は、地域の数多くの場で発揮されています。更なる飛躍が楽しみです。

マーチング練習 挨拶の徹底 特設陸上部 

学区パレードへの参加 

外部指導者との連携 少年団との交流 

部活動通信（情熱） 

伝統の河中エイサー 

集団走 

事例8
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